
  

ほたる湯館の歩み 

 
 



ほたる湯館建設までの経過について 
14. 6.26  波佐地区活性化検討委員会より温泉開発に対して検討結果報告。 

14. 7.23  波佐温泉開発委員会発起人会。 

14. 8．8  波佐温泉開発委員会発会式。 

14. 9．3  金城町との意見交換。 

14. 9.13  温泉開発主旨内容説明 岡田開発委員長 坂井助役・佐々原課長 

14.11.13  年間会費の徴収１０,０００円 

14.12. 5  役員会の開催 １３時、役員会。１５時、町との打ち合わせ会、助役、佐々原課長、 

        松原係長。１８時、委員会 岡田、三浦、岡本、河崎、加納、隅田。 

        温泉開発の状況報告。今後の取組み。この時点での役員１８名。 

15. 2. 6   三役会 小国地区の委員加入の働きかけ。泉源地の確認。 

       管理組合検討。出資金目標２,０００万円。一口５万円程度。 

15. 6.30  １４年度策定の「波佐・小国地区」活性化構想にいちづけられた温泉。 

        調査掘削について。掘削１５年度。掘削深度６００ｍ。事業費３,０００万円。 

         掘削予定地 三栄地区。 

15. 9. 3  役員会。金城町温泉審議会をクリアした。組合名称を設立したい。 

       ボーリングと並行、組合設立したい。岡田、河崎、三浦、岡本、岡本、加納、隅田。 

       欠席上山。 

15. 9. 8  町との打ち合せ会。 

15. 9.24  役員会。温泉開発の状況報告。 
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15.10. 7  役員会。１５年度中に掘削。１６年度中に建物建設予定。三栄、小林氏所有地を予定。 

       小国地区から２名加入（斉藤・山本） 

15.12.7-8  視察研修会 君田村～森の泉。参加費一人３万円。１２名参加。８名欠席。 

15.12.10   役員会。温泉開発事業の採択に関わる諸課題について。 

16. 1.29  三役会。県温泉審議会をクリア。温泉設計書作成（町）。今年度中ボーリング開始。  

16. 2.28  役員総会。事業、収支報告。会費１万円×２０名。３,０００円×１１名 

       出資金は波佐、小国全域で一口１０万円。委員長岡田。副委員長三浦、  

       岡本、河崎。監事上山、岡本。事務局加納、隅田。 

       欠席者小金、加納、西谷、岡崎、松川、山本、斉藤７名。 

16. 4. 3  温泉開発事業業の状況。１６年度ボーリングの当初予算１,５００万円が可決。 

16. 4.28   ボーリング事業実施に対する協議。規約の立案。組合員の規模。出資金 2,000 万円。 

       欠席小金、西谷、斉藤、山本、隅田。 

16. 5. 4  地権者小林宅訪問（委員長、自治会長） 

16. 5.23   「温泉開発事業の状況について」を全戸周知。 

16. 6.14  ボーリング着手。 

16. 6.24  町と地元の協議。ボーリング現時点５０ｍ。 

16. 6.30  町から状況報告。３Ｓ事業。内藤課長、岡本。土地造成、進入路は地元、施設は町で。 

16. 7.10  町長、助役、内藤課長と三役協議。 

16. 7.18  地権者小林カネ子氏と面談（三浦、河崎、松川）。 

16. 7.21  役員会。運営組合の設立について。出資金の徴収時期、方法について。１６名出席。 

       欠席４名（西谷、奥本、小金、斉藤）。組合長三浦。副組合長岡本、斉藤。監事岡本、 

       松川。事務局隅田。会計上山。相談役岡田、河崎。理事全員。名称ホタル温泉。 

16. 9. 9   町との事業協議。掘削工事費１４７０万円。深度２５０ｍ。３００ｍ以上の深度 

       になるとヒ素の出る恐れがある。三浦、岡本、斉藤、岡本、松川、隅田、上山、加納、 

       岡田、河崎。役場から内藤課長、岡本係長。 

16.10. 6  三役・監事・相談役会議。地権者との協議。温泉周辺の整備。温泉館建設設計。 

       出資金の募集について協議。道の駅検討。 

16.10.12   役員協議会。欠席斉藤、西谷、佐々山。 

16.10.20   建設設計を眞設計事務所と契約。 

16.11 . 2  県・町・地権者・組合で現地境界確認。 

16.11.30   担当課・眞設計・組合との協議会。 

16.12. 9   土地造成請負契約・松川組。 

16.12.12   小林氏へ土地利用のお願い。 

16.12.21   佐々本工業へ落札。 

16.12.22   運営組合協議会。出資金の募集方法。組合費の納入１０,０００円。欠席者西谷、 

       佐々山、奥本。道の駅事業を取り組む。 

17. 1.28   三役・相談役会議。 

17. 2. 7  役員会。役務分担。総務、施設、宣伝、会計。欠席上山、西谷、佐々山。 

17. 2.21  総務打ち合せ会。 

17. 3. 2  役員会。欠席佐々山、岡崎。６３名。発起人３名－８口。地区外１名。 

17. 3.22  役員会。組合員脱会佐々山承認。欠席者佐々山、松川、西谷、岡崎、山本。 

17. 4. 4  役員会。 
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17. 4.26  理事会。竣工式５月１４日（土）１０時から来賓３５名、出資者９８名、寄付者 

       42 名、合計１７５名に案内。 

17. 5.14  温泉館竣工式。組合長三浦哲夫、副組合長岡本文男、副組合長斉藤忠孝、事務局（庶

務）隅田哲夫、事務局（会計）上山均。施設部長小田吉之助、広報部長隅田正三。 

17. 5.    理事役員全員、毎月 6,000 円分の入湯券を購入して、維持管理費に充てることと   

なった。  

17. 6. 1   組合員出資金 94 名・1,480 万円。寄付金 86 名・435.7 万円。         

20. 6.25   理事会で GG 場構想の協議を始める。 

20. 7.16  役員会で GG 場の具体化検討。 

20. 9.22  GG 場の先進地視察。 

20. 9.29  ほたる湯館周辺整備プロジェクト委員会で GG 場の作業実施計画。 

20.10. 1  グラウンド・ゴルフ場設置プロジェクトチーム結成（１４名）。各自 3万円 

      出資、42 万円。小田施設部長を中心にＧゴルフ場を着工。 

20.11.      コースの整備。眞砂土の搬入。 

21. 2. 6  コース内に植樹作業(2 月 15 日まで) 

21. 2.17   GG 場認定コースを申請する。 

21. 3.19   芝生の植栽。水道・トイレ・バーベキュー場・休憩所の整備。 

21. 4. 1  金城町 GG 協会を設立。GG 場案内看板設置。 

21. 7. 4  グラウンド・ゴルフ場開所式典・オープン記念大会開催。  

21. 7. 8    グラウンド・ゴルフ場公認コース認定看板受入。               

21. 9. 1  組合長隅田正三、副組合長藤若早男、副組合長河崎忠、事務長酒井金壽、 

       施設部長小田吉之助、広報部長隅田哲夫。 

21. 9.13    ほたる湯館三役会議を開催。経営立て直しを協議する。入浴時間の見直し。 

       番台勤務者の勤務時間を 8時間勤務の一本化。浴槽・浴室の夜間清掃について。 

       職員の名札の掲示。防犯体制の見直し。危機管理の徹底。スタッフ会議の開催。 

       事務室のレイアウト。           

21.11. 1   営業時間の土・日・祝日の(10:00 からの営業)特別扱いを改正して、 

       13:00～21:00(周年)の一本化とする。 

21.11.23  浜田市が設置する予定の地域振興施設用地の譲渡承諾書を提出。 

22. 1.      バーベキューハウスの屋根設置工事。小波の郷の北側石垣の施工。 

22. 9. 3  救命訓練を実施する。 

22.11.24   振興施設予定地を浜田市が買受ける件で、ほたる湯館から 10m 離して建設すること 

     で同意し、契約を交わす。バーベキューハウスの屋根設置工事。小波の郷の北側石垣

の施工。 

22. 4.27    ほたる湯館で、「山菜料理教室」開催。 

22. 9. 3   ほたる湯館で、救急救命訓練を実施する。 

22.11.24   振興施設予定地を浜田市が買受ける件で、ほたる湯館から 10m 離して建設すること 

      で同意し、契約を交わす。 

22.12.14  県営駐車場用地交渉で県土木事務所と売買契約。 

23. 4. 9  駐車場舗装工事の交渉。毛利組着工。 

23. 5. 1    「小波の郷」竣工・オープンとなる。 

23. 6.      ほたる湯館壁面へ大型温泉看板を設置する。 ほたる湯館南側庭園を整備。 
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23. 7. 2    ほたる回廊で蜜蝋キャンドル点灯。 

23. 9.17   グラウンド・ゴルフ場周辺の再開発で浜田市へ要望書提出。波佐自治会、周布川    

       漁業協同組合、波佐ほたる同好会、波佐・小国温泉館運営組合の 4団体で「周布川 

       水辺の親水広場等の環境整備について」 

23.11. 1   グラウンド・ゴルフ場周辺を梅林とし、梅オーナーを募って植樹する。 

24. 3.17    リハビリ入浴体操に寄与された斎藤稔哲医師へ感謝状贈呈。 

25.12.28    お客様サービスデーを実施 (1 月 3日まで) 。 

26. 1.20    寒中入浴「ほっくりサービス」実施 (地区毎に分けて 3月 1日まで) 。 

26.10.      GG 場認定コースの更新。 

27. 2. 1    温泉業務を休止。理事役員の毎月 6,000 円負担を廃止する。 

           理事役員の毎月 6,000 円負担(118 ケ月分・累計 708,000 円)を廃止 

       理事総負担額 1,405 万円。 

27. 2.16    5 年間に亘り、全国へ温泉経営者の公募、飲食業経営者の公募を行うも希望者が 

         無く、公募活動を断念した。 

(令和)  

1.10. 1   GG 場認定コースの更新。 

3. 6.24   総会で、ほたる湯館の施設を地域活用する方針で 1年間、利活用を検討してきた。 

       (福祉・文化・交流・観光など) 

4. 6.24   定期総会で、ほたる湯館をリニューアルして、「石見地域研究センター」として、 

         地域で再活用を図ることが決議された。「ほたる湯館」の名称は、継続使用する。 

        (地域の交流サロン、高齢者の授産施設、地域研究施設) 

4. 7. 1    地域研究センターのリニューアルに取り組む。 

4.10. 1   ほたる湯館内に「石見地域研究センター」を開設。地域交流センターとして 

       活用を図る。 

 5.10. 1     石見地域研究センターの 1年間の利用件数、55 件(内団体利用  18 件)。223 人。 

6.8.29      ほたる湯館借入のため株式会社 Adelo 代表取締役 佐々木竜弥氏より 

                      現地下見。 

 6. 8.30      正式にほたる湯館借入申込(喫茶店開業)を受ける。 

 6. 8.31      緊急理事会を開催して、賃貸借を了承。自販機の撤去の要請を請ける。 

 6. 9. 2    契約打ち合わせ会、契約内容を協議。 

 6. 9.13     契約内容説明書を提示。貸付期間 2年間として、正式契約を交わす。 

              営業開始までに、ほたる湯館の改修工事。11 月より営業開始予定。 

 6.11. 1    GG 場認定コースの更新。 

 6.11.24      「Drivein Café Sufu」開店。 

 7. 1.31      株式会社グラウンド・ゴルフ場の譲渡の打診を受け理事 5名出席し、株式会社 

              Adelo 佐々木氏より詳細説明。「Drivein Café Sufu」で受ける。 

 7. 2. 5    理事会を開催し、ゴルフ場の譲渡について協議。グラウンド・ゴルフ場を閉鎖して、 

              譲渡することに至り、この際、臨時総会を開き、組合の解散決議をはかることとな

った。 

7. 2.26     臨時総会開催。議案、固定資産の譲渡の件。組合解散の件。 

◆ 議事の経過の要領及び議案別決議の結果 

◆ 総組合員数：５４名 
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◆  出席した組合員数：46名（内訳：本人出席12名、委任状出席34名） 

           第１号議案 波佐小国温泉館運営組合所有の固定資産(土地・建物)を株式会社Adelo 

             へ無償譲渡する件 議長は、組合所有の固定資産の無償譲渡の旨を議場に諮ったと 

ころ、満場一致をもって異議なく可決決定した。 

            第２号議案 波佐小国温泉館運営組合解散の件 議長は、諸般の事情により波佐小国 

温泉館運営組合を解散したい旨を議場に諮ったところ、満場一致をもって異議なく 

           可決決定した。 

       第３号議案 解散に伴う清算人選任の件議長は、解散に伴い清算人を選任する必要 

がある旨を議場に説明したところ、満場一致で次の者を清算人に選任した。 

        隅田正三、河崎忠、岡崎勝昭、加納昭則、隅田哲夫。被選任者は、直ちにその就任 

          を承諾した。 

        第 4 号議案 残余財産の処分について 議長は、残余財産が残る場合の処理につい 

          て議場に諮ったところ、精算人に一任することで、満場一致で可決決定した。 

7. 3.31   株式会社アデロへほたる湯館と付属施設、グラウンド・ゴルフ場、駐車場を無償 

       譲渡手続き完了。 

7. 4. 1    解散手続きに入る。未払金の精算処理続行。 

7. 8.29   固定資産税未払い分 R8.1 分 8,000 円、R8.3 分 8,000 円を払い込む。  

             未払金精算処理完了。 

7. 9.15    未登記家屋所有者変更届書類を株式会社アデロ代表佐々木竜弥氏へ手渡す。 

        波佐イ 267-2 木造瓦葺 1階 129.18 ㎡、同物置 24.82 ㎡。 

 7.12.15   波佐小国温泉館運営組合解散に伴う精算人会議を以て総て完了した。 

       精算人(岡崎勝昭、加納昭則、河崎忠、隅田正三、隅田哲夫) 
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グラウンド・ゴルフ場の建設 
プロジェクトメンバー14 名が３０,０００円ずつ出資して、高麗姫芝を購入して、半年間、奉仕活動で

完成させた。 
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◆ ほたる湯館関連施設の譲渡 
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